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【科目】総合化学演習 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・2 年次
【担当教員】

藤野 正家
辻 和秀

【授業目標・教育方針】
復習と解説、および演習問題を解くことを通して、物理化学の基本事項を理解すると共に、これらの知識を活用して
一定の制約条件下で所望の仕様を満足する装置を設計する。これにより、デザイン能力を身に付ける。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。

物理化学の三本柱である構造論、エネルギー論、反応論の各分野から基礎的で重要な事項を選び、復習をかねた解説
を行う。そして、これらの事項に関連した演習問題を解き、解き方、考え方の解説を行う。また、一定の制約条件と
目標とする性能を示し、これらの知識を活用して所望装置を設計する。発表と討論を行い、デザイン能力とプレゼン
テーション力を育成する。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：物理化学演習〈2〉―大学院入試問題を中心に：染田清彦：東京化学同人
参考書：物理化学演習：荻野一善他：東京化学同人
参考書：物理化学演習：森　健彦・関　一彦：岩波書店
参考書：演習　物理化学：渡辺　啓：サイエンス社
参考書：新物理化学（上・下）：坪村　宏：化学同人
参考書：物理化学（上・下）：マッカーリー＆サイモン：東京化学同人

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学

【備考】
【事前に行う準備学習】物理化学特論Ｉ、II、III で学んだ内容をよく復習しておくこと。

【成績評価方法】
［前期］レポート 40%、小テスト 60%

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【授業計画】（授業名：総合化学演習 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 熱力学（１） エンタルピー、エントロピー、自由エネルギーに関す
る基礎的な演習問題を解く。

レポート

第 2 回 熱力学（２） 相平衡に関する基礎的な演習問題を解く。 レポート
第 3 回 熱力学（３） 化学平衡に関する基礎的な演習問題を解く。 レポート
第 4 回 熱化学 化学反応にともなう膨張により所定の仕事をする装置

を一定の制約条件下で設計し、発表、討論する。
レポート

第 5 回 カルノーサイクル 大きさ等、一定の制約条件下で所定の性能を発揮する
カルノーサイクルエンジンを設計し、発表、討論す
る。

レポート

第 6 回 電池（１） 温度等、一定の制約条件下で、所定の起電力を発生す
る電池を設計し、発表、討論する。

レポート

第 7 回 電池（２） 濃淡電池の原理にもとづき、一定の制約条件下で動作
する酸素濃度センサーを設計し、発表、討論する。

レポート、小テスト

第 8 回 化学反応速度（１） 化学反応の速度則と速度定数の意義について解説し、
演習問題を解く。

レポート

第 9 回 化学反応速度（２） 反応機構を仮定することによって解析する問題につい
て解説し、演習問題を解く。

レポート

第 10 回 気体分子運動論 気体分子運動論について解説し、演習問題を解く。 レポート
第 11 回 統計力学（１） 場合の数、エントロピー、ボルツマン分布などについ

て解説し、演習問題を解く。
レポート

第 12 回 統計力学（２） 分配関数と熱力学量などについて解説し、演習問題を
解く。

レポート

第 13 回 量子化学（１） 分子の振動と回転や分光学について解説し、演習問題
を解く。

レポート

第 14 回
量子化学（２）

近似法（摂動法と変分法）について解説し、演習問題
を解く。

レポート、小テスト

第 15 回 まとめ 重要事項を復習する。
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